
(2)
大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
所

　
管

 

・
道
の
駅
て
っ
く
い
ラ
ン
ド
大
成

　
Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
設
置
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

(1)
教
育
委
員
会
所
管

　

各
学
校
に
訪
問
し
、
現
状
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

(2)
大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
所

　
管

　

設
置
す
る
充
電
器
の
概
要
や
利

用
す
る
補
助
制
度
、
道
南
地
域
の

設
置
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

第
17
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
11
月
19
日

二
、
調
査
項
目

(1)
教
育
委
員
会
所
管

①
馬
場
川
小
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

②
北
檜
山
中
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

③
北
檜
山
小
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

④
久
遠
小
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

⑤
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

①
～
④
前
回
実
施
し
た
学
校
訪
問

　

を
踏
ま
え
、
各
学
校
の
現
状
に

　

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

⑤
財
源
計
画
や
、
周
辺
施
設
を
含

　

め
た
整
備
案
等
に
つ
い
て
調
査

　

し
ま
し
た
。

第
18
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
12
月
１
日

二
、
調
査
項
目

(1)
産
業
振
興
課
所
管

①
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
用
敷
地
購
入

　
に
つ
い
て

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
に

　
つ
い
て

③
せ
た
な
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
使
用
料
の
誤
徴
収
に
つ
い
て

(2)
建
設
水
道
課
所
管

 

・
せ
た
な
町
道
路
占
用
料
徴
収
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

(1)
産
業
振
興
課
所
管

①
購
入
す
る
土
地
の
経
緯
、
用
地

　

購
入
に
係
る
経
費
等
に
つ
い
て

　

調
査
し
ま
し
た
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

　

用
し
て
、
せ
た
な
観
光
協
会
事

　

務
局
長
を
募
集
す
る
こ
と
に
つ

　

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

③
誤
徴
収
の
原
因
、
今
後
の
対
応

　

等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

(2)
建
設
水
道
課
所
管

　

条
例
改
正
の
経
緯
、
概
要
等
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

 

議
会
広
報
発
行
常
任
委
員
会

第
５
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
11
月
９
日

二
、
調
査
項
目

 

・
議
会
だ
よ
り
42
号
の
ゲ
ラ
編
集

　
に
つ
い
て

 

・
議
会
だ
よ
り
を
含
め
た
議
会
情

　
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

　（
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
）
に
つ
い
て

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

１
　
派
遣
委
員

委 

員 

長
　  

大
　
野

　
一

　
男

副
委
員
長

　  

平
　
澤

　
　
　
等

委
　
　
員

　  

本
　
多

　
　
　
浩

　 

〃
　 

　  

桝
　
田

　
道

　
廣

　 

〃 

　
　  

大
　
湯

　
圓

　
郷

２
　
日
程

　
11
月
12
日
～
13
日(

２
日
間)

３
　
目
的

　

当
町
に
お
い
て
、
認
定
こ
ど
も

園
・
瀬
棚
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
杉

荘
の
整
備
・
改
築
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
先
駆
的
な
施
設

を
視
察
し
、
建
設
場
所
の
選
定
、

運
営
の
方
向
性
等
の
参
考
に
す
る

た
め
、
行
政
視
察
を
実
施
す
る
。

◎
視
察
先

◇
栗
山
町
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉

　

徳
苑
、
一
草
庵
◇

１
　
調
査
事
項

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
等
に

　

つ
い
て

(1)
平
成
22
年
に
町
か
ら
譲
渡
を
受

　
け
た
経
緯
、
安
定
的
な
経
営
の

　
た
め
に
導
入
し
た
こ
と
、
運
営

　
状
況
、
職
員
配
置
状
況
は

　

由
仁
町
の
公
募
に
応
募
し
た
結

果
、
受
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

譲
渡
以
前
か
ら
、
由
仁
町
が
公

設
公
営
で
運
営
し
て
い
た
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
、
栗
山
町
、

南
幌
町
等
の
保
育
園
の
民
営
化
の

移
管
法
人
と
し
て
実
績
を
積
ん
で

い
た
。

　

安
定
的
な
経
営
の
た
め
、
22
年

か
ら
実
質
25
年
度
ま
で
は
町
の
運

営
方
法
や
行
事
等
を
踏
襲
し
て
い

た
が
、
入
所
者
の
何
割
か
は
す
で

に
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
要
介
護
３
・
４
・
５
の
方
も

率
先
し
て
受
け
入
れ
る
形
に
転
換

し
た
。

　

ま
た
、
措
置
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
積
極
的
な
営
業
は
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
近
隣
30
市
町
村
を
営

業
圏
域
と
し
て
営
業
を
し
て
い
る
。
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行
政
視
察
調
査
報
告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
・
産
業
教
育
常
任
委
員
会
が

道
内
行
政
視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
内
容
を

要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



　

移
管
を
受
け
た
時
は
町
職
員
が

23
人
い
た
が
、
意
向
調
査
の
結
果

町
に
戻
っ
た
職
員
が
８
人
い
た
た

め
、
法
人
で
８
人
を
新
規
に
雇
用

し
23
人
体
制
だ
っ
た
が
、
現
在
は

20
人
体
制
で
運
営
し
て
い
る
。

(2)
今
年
度
に
一
草
庵
を
開
設
し
た

　
経
緯
、
入
所
待
機
者
の
状
況

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点
等
か
ら

個
室
化
が
必
要
な
状
況
で
移
管
さ

れ
た
こ
と
、
介
護
の
必
要
な
入
所

者
の
増
加
、
定
員
を
割
っ
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
入
所
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
９
割
の

賛
成
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
個
室

化
を
取
り
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
際
、
地
域
密
着
型
の
特
養

を
併
設
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
介

護
職
員
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
個
人
浴
槽
や
リ
フ
ト
浴
、
広

い
廊
下
等
、
特
養
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
事
業
所
を
併
設
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

現
在
の
待
機
者
は
４
人
で
あ
る
。

(3)
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
居
宅
介
護
支

　
援
事
業
所
と
の
係
わ
り
、
運
営

　
状
況
に
つ
い
て

　

今
の
ト
レ
ン
ド
は
小
規
模
多
機

能
だ
が
、
過
疎
地
域
で
は
大
規
模

多
機
能
で
あ
る
べ
き
と
の
考
え
か

ら
、
地
域
の
介
護
ニ
ー
ズ
を
こ
の

事
業
体
で
全
部
賄
う
こ
と
が
ベ
ー

ス
に
あ
る
。
経
営
上
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
居
宅
で
利

用
者
を
確
保
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
利
用
者
を
紹
介
す
る
こ

と
で
泉
徳
苑
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
い
う
こ

の
３
事
業
所
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
経
営
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
６

割
程
度
だ
っ
た
稼
働
率
が
８
割
強

へ
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

民
営
化
後
、
地
域
と
の
交
流
が

途
絶
え
て
い
た
が
、
去
年
か
ら
稼

働
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
参

画
を
し
、
被
災
し
た
場
合
に
必
要

と
な
る
情
報
を
町
内
会
と
事
業
所

が
共
有
し
、
シ
ス
テ
ム
作
り
を
行

う
等
、
地
域
と
の
交
流
に
つ
い
て

も
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

(4)
そ
の
他

　

施
設
に
関
し
て
は
、
原
則
バ
リ

ア
フ
リ
ー
で
重
介
護
も
あ
る
程
度

想
定
し
た
設
備
、
特
に
利
用
頻
度

の
高
い
入
浴
設
備
の
導
入
の
検
討
。

ま
た
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

前
提
に
し
た
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
者
が
活
動
し
や
す
い
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

　

事
業
所
の
職
員
で
す
べ
て
を
賄

う
の
は
無
理
で
あ
り
、
近
隣
の
小

学
校
の
児
童
、
町
内
会
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
で
活
動
し
て
も
ら
う
に

は
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
新
築
す
る
の
で
あ
れ

ば
災
害
時
の
避
難
場
所
等
も
考
慮

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
は
検
討
・
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

　

一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
る
公
共

性
の
高
い
空
間
の
こ
と
。

　

入
居
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
人
等
と
い
っ
た
外
部
に
も
開
放

さ
れ
る
。

２
　
調
査
結
果

　

三
杉
荘
に
お
い
て
も
、
高
齢
化

等
に
よ
り
介
護
認
定
を
受
け
る
入

所
者
の
増
加
が
予
測
さ
れ
、
介
護

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

今
回
視
察
し
た
一
草
庵
の
よ
う
に
、

個
人
浴
槽
や
入
浴
リ
フ
ト
と
い
っ

た
あ
る
程
度
の
重
介
護
を
想
定
し

た
設
備
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、

地
域
の
方
と
の
交
流
、
災
害
時
に

お
け
る
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能

を
前
提
に
設
計
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
民
間
へ
の

移
管
も
含
め
た
合
理
的
な
経
営
・

運
営
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

◎
視
察
先

◇
札
幌
市
立
認
定
こ
ど
も
園
に
じ

　

い
ろ
◇

１
　
調
査
事
項

　

認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
等
に
つ

　

い
て

(1)
入
所
定
員
が
、
幼
稚
園
利
用
児

　
童
（
１
号
認
定
児
童
）
55
人
、

　
保
育
所
利
用
児
童
（
２
及
び
３

　
号
認
定
児
童
）
60
人
と
な
っ
て

　
い
る
が
、
利
用
実
態
は
。
ま
た
、

　
今
後
予
想
さ
れ
る
利
用
割
合
は
　

　
ど
う
か
。

　

１
号
認
定
児
童
が
42
人
、
２
及

び
３
号
認
定
児
童
が
71
人
の
計

１
１
３
人
が
入
所
し
、
１
号
認
定

か
ら
２
号
認
定
の
移
行
枠
６
人

（
年
度
途
中
）
を
確
保
し
て
い
る
。

ま
た
、
３
号
認
定
は
生
後
57
日
目

か
ら
保
育
し
て
い
る
。

　

傾
向
と
し
て
、
保
育
の
需
要
が

高
く
待
機
児
童
が
多
い
。

　

１
号
認
定
児
童
は
基
本
的
に
９

時
～
13
時
半(

土
曜
日
は
休
み)

ま
で
だ
が
、
希
望
が
あ
れ
ば
17
時

ま
で
預
か
る
こ
と
も
で
き
る
。

(2)
実
際
に
運
営
し
て
い
る
中
で
の

　
長
所
と
短
所

 

・
保
護
者
の
就
労
状
況
が
変
わ
っ

　

て
も
園
を
移
る
必
要
が
な
い

 

・
保
育
士
・
教
諭
が
一
緒
に
携
わ

　

る
こ
と
で
、
お
互
い
の
経
験
を

　

生
か
す
こ
と
が
で
き
る

 

・
保
育
で
入
所
し
て
も
教
育
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
る

 

・
短
所
は
特
に
な
い
が
、
送
迎
バ

　

ス
が
な
い
こ
と
が
欠
点
で
あ
る
。

(3)
併
設
さ
れ
て
い
る
子
育
て
支
援

　
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
、
運
営

　
す
る
上
で
課
題
・
問
題
点
は

　

現
在
、
１
日
当
た
り
20
～
30
組

が
利
用
し
て
お
り
、
本
年
度
の
登
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録
は
１
５
０
組
程
度
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
特

に
問
題
や
課
題
等
は
な
い
が
、
こ

ど
も
園
全
体
的
な
課
題
と
し
て
、

次
の
２
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
１
号
認
定
児
童
の
一
時
預
か
り

　

を
始
め
た
と
こ
ろ
、
就
労
す
る

　

保
護
者
が
増
加
し
、
今
後
も
増

　

加
が
予
想
さ
れ
、
こ
ど
も
園
の

　

体
制
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ

　

て
い
る
。

②
職
員
が
別
々
の
機
関
で
採
用
さ

　

れ
て
お
り
、
給
与
等
の
待
遇
面

　

で
の
差
が
現
在
も
解
決
さ
れ
て

　

い
な
い
。

(4)
そ
の
他

　

元
々
は
市
立
幼
稚
園
だ
っ
た
が
、

老
朽
化
を
機
に
、
幼
稚
園･

保
育

園･

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
統

合
し
、
平
成
21
年
度
に
完
成
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
、
教
育
委
員
会
と

子
ど
も
未
来
局
（
市
側
）
が
所
管

し
て
い
た
が
、
平
成
27
年
度
の
子

育
て
支
援
新
制
度
に
併
せ
、
市
側

が
単
独
で
所
管
し
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

と
し
て
、
地
域
子
育
て
サ
ロ
ン
の

支
援
、
小
中
高
生
の
育
児
体
験
支

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
４
月
か
ら
は
教
育
の
一
環

と
し
て
、
１
号
認
定
児
童
に
も
給

食
を
提
供
し
て
い
る
。

　

施
設
面
で
は
、
さ
さ
く
れ
が
発

生
し
づ
ら
い
床
の
採
用
、
用
途
を

定
め
な
い
予
備
の
部
屋
を
用
意
し

て
お
く
こ
と
を
勧
め
る
。

２
　
調
査
結
果

　

せ
た
な
町
に
お
い
て
も
、
１
号

認
定
児
童
の
一
時
預
か
り
や
１
号

認
定
か
ら
２
号
認
定
へ
の
移
行
の

需
要
は
高
い
と
考
え
ら
れ
、
認
定

こ
ど
も
園
の
体
制
に
つ
い
て
は
保

護
者
の
意
向
等
を
把
握
し
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
。

産
業
教
育
常
任
委
員
会

１
　
派
遣
委
員

委 

員 

長
　  

真
　
柄

　
克

　
紀

副
委
員
長

　  

江
　
上

　
恭

　
司

委
　
　
員

　  

細
　
川

　
伸

　
男

　 

〃
　 

　  

神
　
田

　
和

　
浩

　 

〃 

　
　  

熊
　
野

　
主

　
税

２
　
日
程

　
10
月
19
日
～
21
日(

３
日
間)

３
　
目
的

　

今
後
の
当
町
の
農
業
振
興
、
除

排
雪
対
策
、
水
道
行
政
の
参
考
に

す
る
た
め
、
先
進
地
行
政
視
察
を

実
施
す
る
。

◎
視
察
先

◇
士
別
市
・
Ｊ
Ａ
き
た
ひ
び
き
◇

１
　
調
査
事
項

　

農
業
人
材
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
農
地
の
集
積
等
に
よ
り
農
家

の
大
規
模
化
が
進
み
、
農
繁
期
の

労
働
力
不
足
が
深
刻
な
課
題
で
あ

る
た
め
、
平
成
24
年
12
月
21
日
か

ら
市
と
農
業
者
、
農
協
と
で
検
討

を
進
め
、
試
行
的
に
農
業
人
材
バ

ン
ク
を
始
動
さ
せ
た
。

　

人
材
バ
ン
ク
は
、
農
家
で
働
き

た
い
人
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
と
人
手

不
足
の
農
家
が
情
報
を
共
有
す
る

場
で
、
登
録
さ
れ
て
い
る
希
望
事

項
を
閲
覧
し
、
条
件
が
一
致
し
た

農
家
と
サ
ポ
ー
タ
ー
が
交
渉
す
る
。

　

現
在
の
登
録
状
況
は
、
27
戸
の

農
家
、
６
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登

録
に
留
ま
っ
て
い
る
。

２
　
調
査
結
果

　

当
町
に
お
い
て
も
、
農
業
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
に
よ
り

労
働
力
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
で
対
応

し
て
い
る
。

　

農
家
の
対
応
だ
け
で
は
限
度
が

あ
り
行
政
、
農
協
、
農
業
者
等
で

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

◎
視
察
先

◇
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
◇

１
　
調
査
事
項

　
新
規
就
農
対
策
に
つ
い
て

　

農
家
の
大
幅
な
減
少
に
対
し
、

い
か
に
農
地
を
守
っ
て
い
く
か
が

課
題
で
、
農
地
を
守
る
た
め
新
規

就
農
者
の
受
け
入
れ
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

受
け
入
れ
の
課
題
と
し
て
住
居

の
確
保
・
通
年
研
修
・
生
活
安
定

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
新

規
就
農
に
関
す
る
農
家
へ
の
啓
発
、

出
向
く
面
談
の
推
進
、
研
修
体
験

宿
泊
施
設
の
確
保
、
研
修
中
や
就

農
後
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
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２
　
調
査
結
果

　

新
規
就
農
に
は
、
町
の
名
前
を

覚
え
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
北
海
道
農
業
担
い
手
セ

ン
タ
ー
の
事
業
で
あ
る
就
農
・
体

験
セ
ミ
ナ
ー
を
利
用
し
東
京
や
大

阪
に
出
向
い
て
い
る
。
結
果
は
急

に
は
出
な
い
た
め
、
出
続
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
農
協
等
を
含
め
た
関
係

機
関
の
担
い
手
対
策
に
対
す
る
問

題
意
識
が
高
く
町
内
農
業
関
係
機

関
・
団
体
の
連
携
が
円
滑
で
あ
る
。

◎
視
察
先

◇
士
別
市
役
所
◇

１
　
調
査
事
項

　
士
別
市
の
流
雪
溝
に
つ
い
て

　

士
別
市
の
流
雪
溝
の
延
長
は
、

日
本
で
第
２
位
、
北
海
道
で
第
１

位
で
当
町
の
約
２
・
７
倍
の
規
模

と
な
っ
て
い
る
。

　

当
町
流
雪
溝
と
の
大
き
な
違
い

は
、
河
川
か
ら
の
取
水
形
態
が
当

町
の
ポ
ン
プ
に
よ
る
汲
み
上
げ
方

式
で
は
な
く
、
頭
首
工
に
よ
る
自

然
流
下
方
式
に
よ
る
も
の
で
、
水

利
権
の
条
件
が
整
う
と
投
雪
時
間

の
延
長
が
可
能
と
な
り
、
電
気
料

金
等
の
維
持
管
理
費
を
気
に
せ
ず

余
裕
の
あ
る
投
雪
が
で
き
る
利
点

が
あ
り
、
士
別
市
で
は
今
年
度
か

ら
投
雪
時
間
を
20
分
か
ら
60
分
に

延
長
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
空
地
・
空
家
の
投
雪
に

つ
い
て
は
、
管
理
運
営
協
議
会
を

主
体
と
し
た
相
互
協
力
に
よ
る
も

の
だ
が
、
老
人
・
生
活
弱
者
世
帯

へ
の
支
援
体
制
は
、
基
本
的
な
除

雪
サ
ー
ビ
ス
で
は
当
町
と
金
額
の

違
い
は
あ
る
が
運
用
方
法
に
つ
い

て
の
差
異
は
無
い
も
の
の
、
当
町

で
認
め
て
い
な
い
流
雪
溝
の
投
雪

に
つ
い
て
、
通
常
80
㎝
幅
の
除
雪

を
制
度
の
解
釈
に
よ
り
投
雪
者
の

投
雪
範
囲
に
拡
大
す
る
等
見
習
う

べ
き
点
が
あ
る
。

２
　
調
査
結
果

　

町
、
当
委
員
会
に
も
流
雪
溝
沿

線
の
住
民
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見

等
を
頂
い
て
い
る
が
、
他
自
治
体

の
実
際
の
投
雪
状
況
を
見
る
、
聞

く
等
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
再

認
識
し
た
。

　

当
町
の
管
理
運
営
協
議
会
の
会

員
に
も
実
際
の
投
雪
状
況
を
視
察

す
る
機
会
を
設
け
、
今
後
の
参
考

と
す
る
こ
と
も
必
要
と
感
じ
た
。

◎
視
察
先

◇
札
幌
市
平
岸
配
水
池
◇

１
　
調
査
事
項

　
平
岸
配
水
池
耐
震
改
修
工
事

　

視
察
先
工
事
に
つ
い
て
は
、
札

幌
市
が
平
成
22
年
度
に
見
直
し
た

「
札
幌
市
地
域
防
災
計
画
」
に
基

づ
き
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
耐

震
化
す
る
施
設
で
あ
り
、
当
町
の

最
大
施
設
で
あ
る
北
檜
山
簡
易
水

道
施
設
に
係
る
配
水
池
、
有
効
水

量 

１
池　

８
５
２
㎥
に
対
し
て
、

約
35
倍
の
２
万
９
５
０
０
㎥
を
有

す
る
札
幌
市
で
も
最
大
規
模
の
施

設
で
あ
る
。

　

工
事
請
負
額
も
物
価
ス
ラ
イ
ド

条
項
も
あ
り
現
在
は
、
約
10
億
１

千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

説
明
を
受
け
た
大
型
の
液
晶
パ

ネ
ル
等
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
係
る

費
用
に
つ
い
て
も
約
４
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
、
現
場
事
務
所
、
作

業
員
の
休
憩
所
、
ト
イ
レ
等
、
と

て
も
整
然
と
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
施
工
に
対
す
る
事
前
の

準
備
、
施
工
、
品
質
管
理
、
安
全

管
理
等
に
つ
い
て
は
、
自
社
規
定

を
設
け
発
注
設
計
図
書
で
積
算
し

て
い
な
い
部
分
を
含
め
、
発
注
者

に
「
良
い
物
」
を
納
め
る
と
い
う

い
意
志
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

特
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に

係
る
施
工
に
つ
い
て
は
、
ひ
び
割

れ
を
防
ぐ
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
温
度
解
析
を
行
い
、
適
切
な
養

生
温
度
、
養
生
期
間
を
事
前
に
検

討
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
施
工
す

る
等
説
明
を
受
け
た
事
か
ら
、
設

計
仕
様
書
に
明
記
さ
れ
金
額
に
つ

い
て
積
算
さ
れ
て
い
る
か
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
設
計
に
は
通
常
の
養

生
に
係
る
費
用
し
か
見
て
い
な
い

旨
の
回
答
を
得
た
。

２
　
調
査
結
果

　

施
工
に
対
す
る
事
前
の
準
備
、

施
工
、
品
質
管
理
、
安
全
管
理
等

に
、
北
海
道
を
代
表
す
る
建
設
会

社
の「
品
質
に
関
す
る
プ
ラ
イ
ド
」

を
強
く
感
じ
る
と
共
に
、
当
町
で

も
、
そ
れ
に
近
づ
く
よ
う
発
注
者

も
含
め
建
設
会
社
も
精
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
を
認
識
し
た
。
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